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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　洗浄ボトル（１）及び該洗浄ボトル（１）から伸びた液体輸送チューブ（２）を含み、
前記液体輸送チューブ（２）が、第１蠕動ポンプ（３）を介して洗浄液を胃腸内視鏡の給
水システム又は胃腸内視鏡の観察窓へポンピングするシステムであって、
　前記洗浄ボトル（１）が、洗浄液を撹拌及び加熱可能な撹拌加熱サブシステムを備え、
　前記撹拌加熱サブシステムが、加熱ディスク式加熱装置と磁気撹拌装置と温度センサと
を含み、
　具体的には、加熱ディスク（４）、断熱マット（５）、位置決めブロック（６）、永久
磁石（７）、支持ブラケット（８）、モーター（９）及び磁気誘導ブロック（１０）を含
み、前記加熱ディスク（４）は洗浄ボトル（１）の下方に位置し、断熱マット（５）によ
って支持され、前記断熱マット（５）が位置決めブロック（６）に固定され、断熱マット
（５）の中間部に収納穴が開口され、当該収納穴の中に永久磁石（７）が設けられ、前記
永久磁石（７）が支持ブラケット（８）に取り付けられ、当該支持ブラケット（８）の下
端がモーター（９）の出力軸に接続し、前記永久磁石（７）の上方にこれと合わせた磁気
誘導ブロック（１０）が設けられ、当該磁気誘導ブロック（１０）が洗浄ボトル（１）の
底の中間位置に取り付けられており、
　前記撹拌加熱サブシステムが、前記洗浄ボトル（１）内の洗浄液を加熱しながら、前記
洗浄ボトル（１）内の洗浄液を撹拌して、該洗浄液を均一に混合させるものであって、
　前記温度センサが、前記洗浄ボトル（１）内の洗浄液の温度を監視するものであり、こ
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れにより該洗浄液の温度が常に目標温度に適するように保持されることを特徴とする胃腸
内視鏡診療用視野の鮮明度を高めるシステム。
【請求項２】
　前記加熱ディスク（４）の隣に第１温度センサ（１１）が設けられ、前記洗浄ボトル（
１）内に第２温度センサ（１２）が設けられ、当該第２温度センサ（１２）の頂部が洗浄
ボトル（１）のキャップに固定され、前記断熱マット（５）の中間部の収納穴内に二つの
永久磁石（７）が対称的に設けられ、これら二つの永久磁石（７）はいずれも支持ブラケ
ット（８）の上部に嵌装され、前記洗浄ボトル（１）、加熱ディスク（４）、断熱マット
（５）、位置決めブロック（６）、永久磁石（７）、支持ブラケット（８）及びモーター
（９）が同一のハウジング（１３）内に設けられ、液体輸送チューブ（２）が当該ハウジ
ング（１３）の中から伸び、前記加熱ディスク（４）、断熱マット（５）、位置決めブロ
ック（６）、永久磁石（７）、支持ブラケット（８）及びモーター（９）が同一のベース
座（１４）内に設けられ、洗浄ボトル（１）が当該ベース座（１４）によって支持されて
いることを特徴とする請求項１に記載の胃腸内視鏡診療用視野の鮮明度を高めるシステム
。
【請求項３】
　洗浄ボトル（１）及び該洗浄ボトル（１）から伸びた液体輸送チューブ（２）を含み、
前記液体輸送チューブ（２）が、第１蠕動ポンプ（３）を介して洗浄液を胃腸内視鏡の給
水システム又は胃腸内視鏡の観察窓へポンピングするシステムであって、
　前記洗浄ボトル（１）が、洗浄液を撹拌及び加熱可能な撹拌加熱サブシステムを備え、
　前記撹拌加熱サブシステムが、加熱カップ式加熱装置と磁気撹拌装置と温度センサとを
含み、
　具体的には、加熱カップ（２８）、ＰＴＣヒーター（２９）、位置決めブロック（６）
、永久磁石（７）、支持ブラケット（８）、モーター（９）及び磁気誘導ブロック（１０
）を含み、前記加熱カップ（２８）が洗浄ボトル（１）の下方に位置し、ＰＴＣヒーター
（２９）が加熱カップ（２８）の底部と周りに固定され、ＰＴＣヒーター（２９）の周り
は保温層（３０）に包まれ、前記加熱カップ（２８）が位置決めブロック（６）に固定さ
れ、位置決めブロック（６）の中間部に収納穴が開口され、当該収納穴の中に永久磁石（
７）が設けられ、前記永久磁石（７）が支持ブラケット（８）に取り付けられ、当該支持
ブラケット（８）の下端がモーター（９）の出力軸に接続し、前記永久磁石（７）の上方
にこれと合わせた磁気誘導ブロック（１０）が設けられ、当該磁気誘導ブロック（１０）
が洗浄ボトル（１）の底の中間位置に取り付けられており、
　前記撹拌加熱サブシステムが、前記洗浄ボトル（１）内の洗浄液を加熱しながら、前記
洗浄ボトル（１）内の洗浄液を撹拌して、該洗浄液を均一に混合させるものであって、
　前記温度センサが、前記洗浄ボトル（１）内の洗浄液の温度を監視するものであり、こ
れにより該洗浄液の温度が常に目標温度に適するように保持されることを特徴とする胃腸
内視鏡診療用視野の鮮明度を高めるシステム。
【請求項４】
　前記洗浄ボトル（１）内に温度センサ（３１）が設けられ、当該温度センサ（３１）が
洗浄ボトル（１）の底部に固体され、前記位置決めブロック（６）の中間部の収納穴に二
つの永久磁石（７）が対称的に設けられ、これら二つの永久磁石（７）はいずれも支持ブ
ラケット（８）の上部に嵌装され、前記洗浄ボトル（１）、加熱カップ（２８）、ＰＴＣ
ヒーター（２９）、保温層（３０）、位置決めブロック（６）、永久磁石（７）、支持ブ
ラケット（８）及びモーター（９）が同一のハウジング（１３）内に位置し、液体輸送チ
ューブ（２）が当該ハウジング（１３）の中から伸び、前記加熱カップ（２８）、ＰＴＣ
ヒーター（２９）、保温層（３０）、位置決めブロック（６）、永久磁石（７）、支持ブ
ラケット（８）及びモーター（９）が支持軸（１４）を介してハウジング（１３）に接続
し、洗浄ボトル（１）が加熱カップ（２８）内に配置されていることを特徴とする請求項
３に記載の胃腸内視鏡診療用視野の鮮明度を高めるシステム。
【請求項５】
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　洗浄ボトル（１）及び該洗浄ボトル（１）から伸びた液体輸送チューブ（２）を含み、
前記液体輸送チューブ（２）が、第１蠕動ポンプ（３）を介して洗浄液を胃腸内視鏡の給
水システム又は胃腸内視鏡の観察窓へポンピングするシステムであって、
　前記洗浄ボトル（１）が、洗浄液を撹拌及び加熱可能な撹拌加熱サブシステムを備え、
　前記撹拌加熱サブシステムが、水浴加熱装置と磁気撹拌装置と温度センサとを含み、
　具体的には、水浴加熱容器（２５）、加熱ディスク（４）、断熱マット（５）、永久磁
石（７）、支持ブラケット（８）、モーター（９）、磁気誘導ブロック（１０）及び磁気
誘導器（２６）を含み、前記洗浄ボトル（１）が水浴加熱容器（２５）内に配置され、洗
浄ボトル（１）の底部の中央に磁気誘導ブラック（１０）が固定され、前記水浴加熱容器
（２５）の底部の中央に磁気誘導器（２６）が取り付けられ、当該磁気誘導器（２６）の
下方に加熱ディスク（４）が設置され、加熱ディスク（４）が断熱マット（５）によって
支持され、前記断熱マット（５）の中間部に収納穴が開口され、当該収納穴の中に永久磁
石（７）が設けられ、前記永久磁石（７）が支持ブラケット（８）に取り付けられ、当該
支持ブラケット（８）の下端がモーター（９）の出力軸に接続しており、
　前記撹拌加熱サブシステムが、前記洗浄ボトル（１）内の洗浄液を加熱しながら、前記
洗浄ボトル（１）内の洗浄液を撹拌して、該洗浄液を均一に混合させるものであって、
　前記温度センサが、前記洗浄ボトル（１）内の洗浄液の温度を監視するものであり、こ
れにより該洗浄液の温度が常に目標温度に適するように保持されることを特徴とする胃腸
内視鏡診療用視野の鮮明度を高めるシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医療・衛生の分野に属し、具体的に、胃及び腸の内視鏡による検査診断、及
び治療の分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、医療・衛生分野において、胃腸内視鏡の診療設備が多く利用されており、医者が
これらの胃腸内視鏡を用いて診療を行う際、患者の状況によっては、一部の患者の胃腸管
内に泡沫、粘液、血液又は排泄物が多く存在する場合がある。この場合、胃腸内視鏡の視
野が不鮮明になり、胃腸内視鏡の視野内の観察に影響を与えるため、医者の診療を難しく
させ、病気を迅速に効果的に検査することや的確に治療することに不利となり、且つ、繰
り返し観察することが必要となるため、患者の苦しみ及び医者の作業強度を増やしてしま
う。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　胃腸内視鏡による診療を行う際、胃腸内視鏡の視野の鮮明度を高めるべく、実際に臨床
の必要に応じて生理食塩水を用意し、用意された生理食塩水で胃腸管内の局所を洗浄する
ことができる洗浄装置がよく使用されているが、その効果はあまりよくない。上記の洗浄
装置は、使用する時に、専任者により手で操作することが必要であり、更に流量及び洗浄
時間の制御が難しいので、流量が多すぎたり洗浄時間が長すぎたりすると、大量の液体を
病人の体内に溜まらせることにより、病人が気持ち悪くなって吐き気を感じることになっ
てしまう。また、過剰な液体が逆流して気道に入ることもあるため、病人のリスクが高ま
る。
【０００４】
　中国特許ＣＮ２０１０２０５６７７２１.８（２０１１年５月４日に公開）には、滅菌
処理をされた使い捨てブロアーと、調節弁付の注水チューブとを含み、注水チューブが使
い捨てブロアーに連通する、密閉式注水装置が開示されている。当該密閉式注水装置は、
無菌レベルが高く、ブロアーと注水チューブにより密閉システムを形成し、手術中に生理
食塩水は、密閉システムを介して術野に入り、空気に曝されないため、汚染の機会を減ら
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し、術後感染の確率を下げ、手術の品質を向上させることができる。しかしながら、当該
注水装置は、使用する時に専任者により手で操作する必要もあるため、使用時の人件費が
増加し、且つ流量を人の感覚でしか調整できなく、流速が一定にならないため、病人には
不快感及びリスクがある。液体が使い切られた後に、液体を入るように調節弁を繰り返し
開ける必要があるため、医者の視野を観察する時の集中力が分散されて、診療過程にリス
クを与える。且つ、随時に液体を補充する必要があり、液体を補充する際に操作を中断す
る必要があるため、病人に不快感を与える。
【０００５】
　臨床上において、一部の胃腸内視鏡による検査では、医者は、洗浄装置を使用すること
が必要な場合、通常病院でよくある大容量注射器をよく用いて一つのカテーテルに接続し
て直接使用し、洗浄液として生理食塩水を採用することもある。当該装置も、流量の調節
を感覚だけで行うもので、流速が一定にならなく、専任者による操作が必要であり、洗浄
する際に待ち時間が長く、洗浄液の用量が多く、胃腸内視鏡による検査の操作時間が長く
、冬に洗浄液の温度が低く、刺激性が強いという欠陥がある。当該装置は、臨床使用にお
いて、胃腸内視鏡による検査の操作時間が１５分程度になる。
【０００６】
　本発明は、上記の技術的課題に鑑みて開発されるものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、胃腸内視鏡診療用視野の鮮明度を高めるシステム（ＥＳＣＧＶと略称する）
を提供することを一つの目的とする。本発明に係る胃腸内視鏡は、胃内視鏡と腸内視鏡の
総称であり、当業者にとって、胃腸内視鏡そのものとは、胃内視鏡、腸内視鏡、又は両方
を統合する、胃腸を検査するための装置であることを理解できるはずである。
【０００８】
　本発明は、上記目的を達成するために、洗浄ボトル（１）及び該洗浄ボトル（１）から
伸びた液体輸送チューブ（２）を含み、前記液体輸送チューブ（２）が、第１蠕動ポンプ
（３）を介して洗浄液を胃腸内視鏡の給水システム又は胃腸内視鏡の観察窓へポンピング
し、前記洗浄ボトル（１）が、更に洗浄液に対して攪拌及び加熱可能な攪拌加熱サブシス
テムを備える、胃腸内視鏡診療用視野の鮮明度を高めるシステムを提供する。
【０００９】
　本発明において、前記洗浄液は、洗浄剤Ａと溶媒とからなり、前記洗浄剤Ａはジメチコ
ン又はシメチコンと、ブドウ糖とからなり、その内、ブドウ糖が１５～２５０部で、ジメ
チコン又はシメチコンが１～２０部であり、前記溶媒は生理食塩水、無菌水、純水、又は
濃度５％のブドウ糖注射液であり、前記洗浄液におけるジメチコン又はシメチコンの質量
と溶媒の体積との比がｇ／ｍｌで０.０１～１％である。
【００１０】
　本発明において、前記攪拌加熱サブシステムは、加熱装置と攪拌装置とを含み、前記加
熱装置は、加熱ディスク式加熱装置、加熱カップ式加熱装置、又は水浴加熱装置を含み、
前記攪拌装置は、磁気攪拌装置、第２蠕動ポンプ攪拌装置、又はパドル攪拌装置を含む。
当業者にとって、上記加熱装置及び攪拌装置によっていずれも加熱及び攪拌の理想的な効
果が得られるので、本発明の前記攪拌加熱サブシステムは、上記の加熱装置と前記攪拌装
置とのいずれの可能な組み合わせとすることができることを理解できるはずである。
【００１１】
　上記技術案によれば、洗浄ボトルは、洗浄液を収納するものに用いられ、洗浄ボトルは
、繰り返し消毒して使用することができると共に、蒸気による滅菌及び消毒に耐えるもの
であるため、コストを節約し、使用者の安全を確保することができる。攪拌加熱サブシス
テムは、洗浄液の随時使用可能を確保するように、洗浄ボトル内の洗浄液を攪拌すること
で、洗浄剤を均一に混合させると共に、洗浄ボトル内の洗浄液の温度を均一化させ、人体
の胃腸管の温度に接近させるように、洗浄ボトルを加熱して恒温に維持する。これにより
洗浄液を患者の体内に流す時、刺激性をもたらすことがなく、効果的に患者の快適性を向
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上させる。液体輸送チューブは、入水口端が洗浄ボトルに接続し、中間端が第１蠕動ポン
プを通し、出水口端が胃腸内視鏡の給水システム、或いは直接に胃腸内視鏡の観察窓に接
続する。
【００１２】
　本発明に係る胃腸内視鏡診療用視野の鮮明度を高めるシステムでは、液体輸送チューブ
の耐えられる圧力の範囲が６～８ｋｇ／ｃｍ２であり、当該圧力によって液体輸送用チュ
ーブが閉塞した場合に、破裂を起こさず、交差汚染を避けることができる。第１蠕動ポン
プの調節可能な流量範囲は０～９００ｍｌ／分であり、最大流量を９００ｍｌ／分に制御
すると、第１蠕動ポンプによる供水の過程において、瞬間の供水量が多すぎることによっ
て、患者に不快感を生じないことを確保することができる。液体輸送チューブの出水口の
圧力範囲が０～３ｋｇ／ｃｍ２であり、この圧力では洗浄液をスムーズに流すことを確保
できると共に、圧力が大きすぎることによって、患者の診療部位の傷を悪化させてしまう
可能性がないこと、又は他の不快感を与えないことを確保できる。
【００１３】
　本発明は、調整した後に、第１蠕動ポンプのスイッチをオフにして、洗浄液を待機状態
にする。必要に応じて、第１蠕動ポンプのスイッチをオンにすると、第１蠕動ポンプで洗
浄ボトル内の洗浄液をポンピングし、洗浄液を液体輸送用チューブを介して胃腸内視鏡の
診療窓へ流し、患者体内の診療部位を洗浄することにより、胃腸内視鏡診療視野の鮮明度
を高めることができる。本発明に係るシステムでは、臨床医一人で胃腸内視鏡による診療
の際に使用することができ、他に専門の操作者を加える必要がないので、使用する時の人
件コストを節約できる。本発明において、洗浄液の流量及び流速を制御できるので、胃腸
内視鏡の診療設備の使用過程での供水の敏速性及び精確性を向上させ、病人の快適性を確
保しながら、医者の視野を観察する集中力が分散されることを避け、診療のリスクを除去
することができる。
【００１４】
　本発明の第１の実施形態では、前記攪拌加熱サブシステムは、加熱ディスク式加熱装置
と磁気攪拌装置とから構成される。具体的には、加熱ディスク（４）、断熱マット（５）
、位置決めブロック（６）、永久磁石（７）、支持ブラケット（８）、モーター（９）及
び磁気誘導ブロック（１０）を含み、前記加熱ディスク（４）は洗浄ボトル（１）の下方
に位置し、断熱マット（５）によって支持され、前記断熱マット（５）が位置決めブロッ
ク（６）に固定され、断熱マット（５）の中間部に収納穴が開口され、当該収納穴の中に
永久磁石（７）が設けられ、前記永久磁石（７）が支持ブラケット（８）に取り付けられ
、当該支持ブラケット（８）の下端がモーター（９）の出力軸に接続し、前記永久磁石（
７）の上方にこれと合わせた磁気誘導ブロック（１０）が設けられ、当該磁気誘導ブロッ
ク（１０）が洗浄ボトル（１）の底の中間位置に取り付けられる。
【００１５】
　上記の構成において、外が１層のポリテトラフルオロエチレンに包まれた磁気誘導ブロ
ックは繰り返し消毒して使用することができる。モーターの出力軸によって支持ブラケッ
トと永久磁石を回転させて、永久磁石が磁気誘導ブロックとともに洗浄液を均一に混合さ
せ、洗浄液の随時使用可能を確保するように、ボトル内の洗浄液に対して磁気攪拌を行う
。また、攪拌加熱サブシステムの回転部分は洗浄液に接触しないため、洗浄液が汚染され
ることを効果的に避けることができる。回転部分が加熱部分と有機的に結合して、攪拌加
熱サブシステム全体の構造がコンパクトであり、体積が小さくて精巧であり、組み立てが
容易であり、コストが低い。
【００１６】
　本発明に係る攪拌加熱サブシステムにおいては、前記加熱ディスク（４）の隣に第１温
度センサ（１１）が設けられ、前記洗浄ボトル（１）内に第２温度センサ（１２）が設け
られ、当該第２温度センサ（１２）の頂部が洗浄ボトル（１）のキャップに固定される。
第１温度センサは加熱ディスクの温度を監視するためのもので、第２温度センサは洗浄ボ
トル内の洗浄液の温度を監視するためのものである。第１温度センサは制御回路を介して
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第２温度センサに接続し、両方の温度センサを合わせて作用させることで、洗浄液の温度
が常に診療に必要な目標温度に適するように保持される。目標温度を２５℃から３８℃ま
でに設定してもよい。こうすると、温度制御の自動性と精確性を確保することができると
共に、洗浄液が人体に入る時の患者の快適性を確保することができる。
【００１７】
　本発明に係る攪拌加熱サブシステムにおいては、前記断熱マット（５）の中間部の収納
穴内に二つの永久磁石（７）が対称的に設けられ、これら二つの永久磁石（７）はいずれ
も支持ブラケット（８）の上部に嵌装される。こうすると、永久磁石の装着及び交換が容
易になり、量産にも有利である。
【００１８】
　本発明に係る攪拌加熱サブシステムにおいては、前記洗浄ボトル（１）、加熱ディスク
（４）、断熱マット（５）、位置決めブロック（６）、永久磁石（７）、支持ブラケット
（８）、及びモーター（９）が同一のハウジング（１３）内に設けられ、液体輸送チュー
ブ（２）が当該ハウジング（１３）の中から伸びている。上記の構造では、加熱と攪拌と
を一体化して、設備のスペースを節約することができる。
【００１９】
　本発明に係る攪拌加熱サブシステムにおいては、前記加熱ディスク（４）、断熱マット
（５）、位置決めブロック（６）、永久磁石（７）、支持ブラケット（８）及びモーター
（９）が同一のベース座（１４）内に設けられ、洗浄ボトル（１）が当該ベース座（１４
）によって支持されている。上記の構成では、洗浄ボトルと永久磁石との接触距離が短い
ので、洗浄ボトル内の磁気誘導ブロックと永久磁石との相互作用に有利で、磁気攪拌の効
果を確保することができる。
【００２０】
　本発明の第２の実施形態では、前記攪拌加熱サブシステムは、加熱カップ式加熱装置と
磁気攪拌装置とから構成される。具体的には、加熱カップ（２８）、ＰＴＣヒーター（２
９）、位置決めブロック（６）、永久磁石（７）、支持ブラケット（８）、モーター（９
）及び磁気誘導ブロック（１０）を含み、前記加熱カップ（２８）が洗浄ボトル（１）の
下方に位置し、ＰＴＣヒーター（２９）が加熱カップ（２８）の底部と周りに固定され、
ＰＴＣヒーター（２９）の周りは保温層（３０）に包まれ、前記加熱カップ（２８）が位
置決めブロック（６）に固定され、位置決めブロック（６）の中間部に収納穴が開口され
、当該収納穴の中に永久磁石（７）が設けられ、前記永久磁石（７）が支持ブラケット（
８）に取り付けられ、当該支持ブラケット（８）の下端がモーター（９）の出力軸に接続
し、前記永久磁石（７）の上方にこれと合わせた磁気誘導ブロック（１０）が設けられ、
当該磁気誘導ブロック（１０）が洗浄ボトル（１）の底の中間位置に取り付けられる。
【００２１】
　ここで、前記洗浄ボトル（１）内に温度センサ（３１）が設けられ、当該温度センサ（
３１）が洗浄ボトル（１）の底部に固体され、前記位置決めブロック（６）の中間部の収
納穴に二つの永久磁石（７）が対称的に設けられ、これら二つの永久磁石（７）はいずれ
も支持ブラケット（８）の上部に嵌装される。
【００２２】
　本発明に係るＰＴＣヒーターは、従来の技術により開示された周知の構造であり、特に
限定されていない。
【００２３】
　前記洗浄ボトル（１）、加熱カップ（２８）、ＰＴＣヒーター（２９）、保温層（３０
）、位置決めブロック（６）、永久磁石（７）、支持ブラケット（８）及びモーター（９
）が同一のハウジング（１３）内に位置し、液体輸送チューブ（２）が当該ハウジング（
１３）の中から伸び、前記加熱カップ（２８）、ＰＴＣヒーター（２９）、保温層（３０
）、位置決めブロック（６）、永久磁石（７）、支持ブラケット（８）及びモーター（９
）が支持軸（１４）を介してハウジング（１３）に接続し、洗浄ボトル（１）が加熱カッ
プ（２８）内に配置されている。
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【００２４】
　本発明の第３の実施形態では、前記攪拌加熱サブシステムは、加熱カップ式加熱装置と
第２蠕動ポンプ攪拌装置とから構成される。具体的には、加熱カップ（２８）、位置決め
ブロック（６）、第２蠕動ポンプ（２３）及び循環用チューブ（２２）を含み、前記洗浄
ボトル（１）は、加熱カップ（２８）内に配置され、且つ位置決めブロック（６）に固定
され、前記洗浄ボトル（１）の外に第２蠕動ポンプ（２３）が設置され、循環用チューブ
（２２）が当該第２蠕動ポンプ（２３）を通し、循環用チューブ（２２）の入液口と出液
口はいずれも洗浄ボトル（１）内に位置し、且つ循環用チューブ（２２）の入液口が洗浄
ボトル（１）の底に近く、循環用チューブ（２２）の出液口が洗浄ボトル（１）の口に近
い。
【００２５】
　本発明の第４の実施形態では、前記攪拌加熱サブシステムは、加熱ディスク式加熱装置
と第２蠕動ポンプ攪拌装置とから構成される。具体的には、加熱ディスク（４）、断熱マ
ット（５）、位置決めブロック（６）、循環用チューブ（２２）及び第２蠕動ポンプ（２
３）を含み、前記加熱ディスク（４）は洗浄ボトル（１）の下方に位置し、断熱マット（
５）によって支持され、前記断熱マット（５）が位置決めブロック（６）に固定され、前
記洗浄ボトル（１）の外に第２蠕動ポンプ（２３）が設置され、循環用チューブ（２２）
が当該第２蠕動ポンプ（２３）を通し、循環用チューブ（２２）の入液口と出液口はいず
れも洗浄ボトル（１）内に位置し、且つ循環用チューブ（２２）の入液口が洗浄ボトル（
１）の底に近く、循環用チューブ（２２）の出液口が洗浄ボトル（１）の口に近い。
【００２６】
　上記の構成では、加熱ディスクを加熱に用い、第２蠕動ポンプを攪拌に用い、第２蠕動
ポンプによる循環によって洗浄ボトルの中の洗浄液が均一に攪拌して混合された状態にな
るようにする。この攪拌は、洗浄液自身の流動による動力を利用して旋回流を形成するこ
とで、洗浄ボトルの中の洗浄液を均一に混合させる。他の動力源を使用しないので、他の
動力による交差感染の可能性を避け、且つ第２蠕動ポンプが洗浄ボトルの外に設置される
ので、洗浄ボトルの構成も比較的簡単である。
【００２７】
　本発明の第５の実施形態では、前記攪拌加熱サブシステムは、水浴加熱装置と第２蠕動
ポンプ攪拌装置とから構成される。具体的には、循環用チューブ（２２）、第２蠕動ポン
プ（２３）及び恒温水浴加熱装置（２４）を含み、前記洗浄ボトル（１）の外に第２蠕動
ポンプ（２３）及び恒温水浴加熱装置（２４）が設置され、循環用チューブ（２２）は、
恒温水浴加熱装置（２４）を貫通して、第２蠕動ポンプ（２３）を通し、循環用チューブ
（２２）の入液口と出液口はいずれも洗浄ボトル（１）内に位置し、且つ循環用チューブ
（２２）の入液口が洗浄ボトル（１）の底に近く、循環用チューブ（２２）の出液口が洗
浄ボトル（１）の口に近い。
【００２８】
　上記の構成でも、均一な攪拌混合には第２蠕動ポンプを用いるため、洗浄液の汚染を避
けることができる。加熱には水浴加熱を用い、水浴によって循環用チューブを加熱し、循
環用チューブから洗浄液に熱を伝えることにより、洗浄ボトルの中の洗浄液の温度を制御
する。水浴加熱を用いるため、加熱方法が比較的温和で、温度の変動範囲が狭く、且つ、
水浴加熱が洗浄ボトルの外部に行われるので、洗浄ボトルの構成も比較的簡単である。
【００２９】
　本発明の第６の実施形態では、前記攪拌加熱サブシステムは、水浴加熱装置と磁気攪拌
装置とから構成される。具体的には、水浴加熱容器（２５）、加熱ディスク（４）、断熱
マット（５）、永久磁石（７）、支持ブラケット（８）、モーター（９）、磁気誘導ブロ
ック（１０）及び磁気誘導器（２６）を含み、前記洗浄ボトル（１）が水浴加熱容器（２
５）内に配置され、洗浄ボトル（１）の底部の中央に磁気誘導ブラック（１０）が固定さ
れ、前記水浴加熱容器（２５）の底部の中央に磁気誘導器（２６）が取り付けられ、当該
磁気誘導器（２６）の下方に加熱ディスク（４）が設置され、加熱ディスク（４）が断熱
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マット（５）によって支持され、前記断熱マット（５）の中間部に収納穴が開口され、当
該収納穴の中に永久磁石（７）が設けられ、前記永久磁石（７）が支持ブラケット（８）
に取り付けられ、当該支持ブラケット（８）の下端がモーター（９）の出力軸に接続する
。
【００３０】
　上記の構造では、加熱には水浴加熱方式を用いることで、洗浄液の温度の変動を低減す
ることができる。磁気攪拌を洗浄液の均一な混合に用い、水浴加熱中にも一つの磁気誘導
器を配置することで、水浴加熱容器の中の液体を均一に攪拌し混合することもでき、洗浄
ボトルの外部全体の水浴温度が上下左右で一致し、伝熱を均一に保持し、且つ、水浴加熱
容器の中の磁気誘導器と洗浄ボトルの中の磁気誘導ブロックが同一の永久磁石によって同
時に運動するため、構造が簡単である。
【００３１】
　構成を簡単化させて、加工、製造及び組立を便利にし、生産コストを低減するために、
本発明はさらに第７の実施形態を提供し、前記攪拌加熱サブシステムは、加熱ディスク式
加熱装置とパドル攪拌装置とから構成される。具体的には、加熱ディスク（４）、モータ
ー（９）及び攪拌パドル（２７）を含み、前記加熱ディスク（４）が洗浄ボトル（１）の
底部に取り付けられ、洗浄ボトル（１）内に攪拌パドル（２７）が設けられ、当該攪拌パ
ドル（２７）がモーター（９）の出力軸に接続し、モーター（９）が洗浄ボトル（１）の
外に設置されている。
【００３２】
　上記の技術案では、本発明に係る第１蠕動ポンプ（３）のスイッチはフットスイッチ（
１５）であり、当該フットスイッチ（１５）が制御回路を介して第１蠕動ポンプ（３）に
接続し、前記フットスイッチ（１５）にタイムスイッチが接続され、当該タイムスイッチ
がフットスイッチ（１５）の制御回路に直列接続されている。フットスイッチの起動力は
４５Ｎより小さく、臨床医が足でフットスイッチを踏むと、フットスイッチが起動して、
第１蠕動ポンプの作動が開始し、足を放すと、第１蠕動ポンプの作動が停止する。足をフ
ットスイッチから放すことを忘れた場合、フットスイッチがタイムスイッチによって制御
され、最大作動時間は１５～２０秒で、好ましくは１８秒であり、こうすると、毎回に蠕
動ポンプの作動時間がこの最大作動時間を超えないように制御し、当該時間では一回の最
大供水量を制御できるので、一回の供水量が多すぎることにより患者の胃が膨満し不快感
を感じることはない。
【００３３】
　本発明は、胃腸内視鏡診療用視野の鮮明度を高める方法を提供することをもう一つの目
的とする。
【００３４】
　本発明は、上記目的を達成するために、下記のような技術案を提出した。
　胃腸内視鏡診療用視野の鮮明度を高めるシステムを用いた胃腸内視鏡診療用視野の鮮明
度を高める方法であって、
　１）洗浄ボトル（１）内に洗浄液を入れるステップ、
　２）攪拌加熱サブシステムを起動して、洗浄ボトル（１）内の洗浄液を加熱しながら、
洗浄ボトル（１）内の洗浄液を攪拌して、洗浄液を均一に混合させるステップ、
　３）洗浄ボトル（１）内の洗浄液の温度を２５～３８℃に保持するように制御するステ
ップ、及び
　４）第１蠕動ポンプ（３）のスイッチを入れて、第１蠕動ポンプ（３）が洗浄ボトル（
１）内の洗浄液をポンピングし、洗浄液が液体輸送チューブ（２）を介して胃腸内視鏡の
給水システム、或いは胃腸内視鏡の観察窓へ流れ、患者の体内観察を行う診療部位を洗浄
するステップ、
　を含む胃腸内視鏡治療用視野内鮮明度を高める方法である。
【００３５】
　上記の方法では、必要に応じて、体温に適応した洗浄液を患者の体内に送り込み、胃腸
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内視鏡の観察窓を洗浄することによって、効果的に胃腸内視鏡視野内の鮮明度を向上させ
ることができ、臨床医の診療を便利にする。それと同時に、胃腸内視鏡の観察窓を洗浄す
る過程において、患者にとって刺激感を生じることなく、患者の快適性を確保することが
できる。
【００３６】
　本発明に係る胃腸内視鏡診療用視野の鮮明度を高める方法において、前記洗浄液は４５
０～２０００ｍｌである。
【００３７】
　本発明に係る胃腸内視鏡診療用視野の鮮明度を高める方法において、前記液体輸送チュ
ーブ（２）の耐えられる圧力範囲は６～８ｋｇ／ｃｍ２であり、液体輸送チューブ（２）
の出水口の圧力範囲は０～３ｋｇ／ｃｍ２である。
【００３８】
　本発明に係る胃腸内視鏡診療用視野の鮮明度を高める方法において、前記第１蠕動ポン
プ（３）の調整可能な流量範囲は０～９００ｍｌ／分であり、最大の流量は９００ｍｌ／
分に制御される。
【００３９】
　本発明に係る胃腸内視鏡診療用視野の鮮明度を高める方法において、前記洗浄液の流量
は９００ｍｌ／分を超えない。
【００４０】
　本発明の前記洗浄液は、洗浄剤Ａと溶媒とからなり、洗浄剤Ａはジメチコン又はシメチ
コンと、ブドウ糖とからなり、その内、ブドウ糖が１５～２５０部で、ジメチコン又はシ
メチコンが１～２０部であり、前記洗浄液におけるジメチコン又はシメチコンの質量と溶
媒の体積との比がｇ／ｍｌで０.０１～１％であり、好ましくは０.１５％である。上記配
合比の範囲にあると、消泡能力を確保できると共に、洗浄液の均一混合時間を節約するこ
とができる。特に、診療の品質を確保することを前提として、洗浄時間を短縮し、洗浄液
の使用量を削減し、こうすると、診療の効率を高めると共に、患者の適応性と快適性を向
上させることが重要である。それと同時に、上記のように材料を選ぶことによって、洗浄
剤Ａを調製しやすくなり、この比率で他の補助材料を添加しなくても、流動性の良い、充
填に適する洗浄剤Ａを調製することができ、生産コストを効果的に低減できる。
【００４１】
　本発明に係る洗浄液は、前記溶媒が生理食塩水、無菌水、純水、又は濃度５％のブドウ
糖注射液である。こうすると、材料は入手しやすく、コストが低くなると共に、洗浄剤Ａ
と溶媒との混合に有利である。
【００４２】
　本発明に係る胃腸内視鏡診療用視野の鮮明度を高める方法において、胃腸内視鏡による
診療の開始１５～３０分前に、患者に先に洗浄剤Ｂを１包内服させ、前記洗浄剤Ｂはジメ
チコン又はシメチコンと、ブドウ糖とからなり、その内、ブドウ糖は１５～２５０部で、
ジメチコン又はシメチコンは１～２０部であり、前記洗浄剤Ｂにおけるジメチコン又はシ
メチコンの含有量の範囲が１包あたり４０ｍｇ～５００ｍｇである。先に洗浄剤Ｂを内服
することは、体内の泡沫や気泡の大部分を除去し、胃腸内視鏡による診療の事前準備を整
え、できるだけ診療の過程において洗浄の必要な状態を減少させるためである。洗浄剤Ｂ
は上記構成を用いることにより、調製しやすくなり、この比率では他の補助材料を添加し
なくても、流動性の良い、充填に適する洗浄剤Ｂを調製することができ、生産コストを効
果的に低減できる。
【００４３】
　なお、本発明に係る胃腸内視鏡診療用視野の鮮明度を高める方法では、フットスイッチ
を用い、或いはフットスイッチとタイムスイッチを併用することにより、第１蠕動ポンプ
のスイッチに対する制御を実現し、前記タイムスイッチはフットスイッチの作動時間が１
５～２０秒であり、好ましくは１８秒にあるように、補助設定を行う。
【発明の効果】
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【００４４】
　本発明による効果は以下のとおりである。
（１）胃腸内視鏡診療用視野の鮮明度を高めるシステムでは、臨床医一人で胃腸内視鏡に
よる診療の際に使用することができ、他に専門の操作者を加える必要がないので、使用す
る時の人件コストを節約できる。
（２）フットスイッチによる制御を用いることにより、操作が簡単で、便利であり、医者
一人で操作でき、使用過程での洗浄の敏速性と精確性を向上させる。
（３）必要に応じて、随時液体を供給したり、液体の供給を停止したりすることができ、
異なる液体の種類によって、加熱機能又は／及び磁気攪拌機能を使用し、システムのサン
プルへの適用性が高まる。
（４）診療時間は著しく減少し、患者の適応性と快適性を極めて向上させ、さらにそれぞ
れの患者に対して胃腸内視鏡による診療を行う際に、その胃腸内視鏡の視野内の鮮明度が
著しく高まり、診断漏れと誤診の発生を極めて低減させ、胃腸内視鏡による診療の品質を
向上させる。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】胃腸内視鏡診療用視野の鮮明度を高めるシステムの構成の模式図であり、攪拌加
熱サブシステムの第１の実施形態の構成の模式図である。
【図２】第１の実施形態において、洗浄ボトルの下方にある各部品が同一のベース座内に
位置する模式図である。
【図３】第１の実施形態において、洗浄ボトル及び洗浄ボトルの下方にある各部品が同一
のハウジング内に位置する模式図である。
【図４】攪拌加熱サブシステムの第２の実施形態の構成の模式図である。
【図５】攪拌加熱サブシステムの第３の実施形態の構成の模式図である。
【図６】攪拌加熱サブシステムの第４の実施形態の構成の模式図である。
【図７】攪拌加熱サブシステムの第５の実施形態の構成の模式図である。
【図８】攪拌加熱サブシステムの第６の実施形態の構造の模式図である。
【図９】攪拌加熱サブシステムの第７の実施形態の構造の模式図である。
【符号の説明】
【００４６】
１：洗浄ボトル
２：液体輸送チューブ
３：第１蠕動ポンプ
４：加熱ディスク
５：断熱マット
６：位置決めブロック
７：永久磁石
８：支持ブラケット
９：モーター
１０：磁気誘導ブロック
１１：第１温度センサ
１２：第２温度センサ
１３：ハウジング
１４：ベース座
１５：フットスイッチ
１６：電気制御キャビネット
１７：電源スイッチ
１８：流量調整スイッチ
１９：磁気攪拌スイッチ
２０：攪拌用速調スイッチ
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２１：加熱恒温スイッチ
２２：循環用チューブ
２３：第２蠕動ポンプ
２４：恒温水浴加熱装置
２５：水浴加熱容器
２６：磁気誘導器
２７：攪拌パドル
２８：加熱カップ
２９：ＰＴＣヒーター
３０：保温層
３１：温度センサ
【発明を実施するための形態】
【００４７】
　本発明を以下の実施形態によって説明するが、本発明の範囲はこれらの実施形態に限定
されるものではない。
【００４８】
実施形態１
　図１、図２及び図３に示すように、本実施形態は、胃腸内視鏡診療用視野の鮮明度を高
めるシステムを提供する。当該システムは、洗浄ボトル１、液体輸送チューブ２、第１蠕
動ポンプ３、加熱ディスク４、断熱マット５、位置決めブロック６、永久磁石７、支持ブ
ラケット８、モーター９、磁気誘導ブロック１０、第１温度センサ１１、第２温度センサ
１２、フットスイッチ１５及び電気制御キャビネット１６などの部品から構成されている
。
【００４９】
　上記のシステムにおいて、図１並びに図２に示すように、加熱ディスク４、断熱マット
５、位置決めブロック６、永久磁石７、支持ブラケット８及びモーター９は同一のベース
座１４内に位置し、当該ベース座１４は、直方体構造であることが好ましいが、他の適当
な構造でもよい。前記ベース座１４内の下部の中央にモーター９が取り付けられ、当該モ
ーター９の出力軸は垂直に上に向き、モーター９の出力軸は支持ブラケット８の下端の中
に伸び、両者が固定的に接続される。支持ブラケット８の上部に二つの永久磁石７が嵌装
され、これら二つの永久磁石７が同一の高さに対称的に配置されている。支持ブラケット
８の上部及び二つの永久磁石７は、断熱マット５の中間部の収納穴に位置し、当該断熱マ
ット５の底部は、位置決めブロック６によって固定して支持され、位置決めブロック６と
ベース座１４が一体構造であり、又は両者が固定的に接続されている。断熱マット５に加
熱ディスク４が設けられ、当該加熱ディスク４はディスク本体と支持脚とからなり、加熱
ディスク4のディスク本体が断熱マット５によって支持されると共に、当該ディスク本体
がベース１４の内頂壁に近く、加熱ディスク４の支持脚が下に向き、断熱マット５及び位
置決めブロック６に嵌め込まれる。
【００５０】
　図１並びに図２に示すように、洗浄ボトル１は洗浄液を収納するためのもので、洗浄ボ
トル１の底部はベース１４の頂面によって支持されて位置が決められ、当該洗浄ボトル１
は、好ましくはビーカーである。洗浄ボトル１の上端口はキャップによって密閉され、洗
浄ボトル１内に第２温度センサ１２が設けられ、当該第２温度センサ１２の頂部が洗浄ボ
トル１のキャップに固定されている。加熱ディスク４の隣に第１温度センサ１１が配置さ
れ、第１温度センサ１１は加熱ディスク４の温度を監視するためのもので、第２温度セン
サ１２は洗浄ボトル１内の洗浄液の温度を監視するためのものである。第１温度センサ１
１と第２温度センサ１２は制御回路を介して接続され、二つの温度センサを合わせて作用
させることで、洗浄液の温度を常に人体の体温に適した２５～３８℃に保持することがで
きる。洗浄ボトル１に永久磁石７に合わせた磁気誘導ブロック１０が設置され、当該磁気
誘導ブロック１０が洗浄ボトル１の底の中間位置に嵌装され、且つおおよそ永久磁石７の
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真上に位置している。モーター９の出力軸によって永久磁石７を回転させると、永久磁石
７が磁気誘導ブロック１０と合わせて、磁界を発生させることにより、洗浄ボトル１内の
洗浄液を磁気攪拌し、洗浄液が汚染されることを避ける。
【００５１】
　図１に示すように、洗浄ボトル１に液体輸送チューブ２が接続され、当該液体輸送チュ
ーブ２は洗浄ボトル１から伸びる。液体輸送チューブ２は、好ましくはゴムチューブであ
る。液体輸送チューブ２は、第１蠕動ポンプ３を通し、液体輸送チューブ２の出口は、使
用する前に胃腸内視鏡の給水システム、或いは直接に胃腸内視鏡の観察窓に接続されてい
る。第１蠕動ポンプ３のスイッチはフットスイッチであり、当該フットスイッチ１５が制
御回路を介して第１蠕動ポンプ３に接続される。フットスイッチ１５にはタイムスイッチ
が接続され、当該タイムスイッチがフットスイッチ１５の制御回路に直列接続されている
。臨床医が足でフットスイッチ１５を踏むと、フットスイッチ１５が起動して、第１蠕動
ポンプ３の作動を開始し、足を放すと、第１蠕動ポンプ３の作動を停止する。タイムスイ
ッチは、フットスイッチ１５の一回の作動時間が１８秒になるように、フットスイッチ１
５を制御する。当然ながら、フットスイッチ１５の一回の動作時間は、必要に応じて調整
できる。臨床医は足をフットスイッチ１５から放すことを忘れた場合、フットスイッチ１
５が起動してから１８秒後に自動的にオフになる。こうすると、第１蠕動ポンプ３の毎回
の動作時間が１８秒を超えないように制御され、当該時間では、一回の最大供水量を制御
できるので、一回の供水量が多すぎることにより患者の胃が膨満し不快感を感じることは
ない。
【００５２】
　図１に示すように、第１蠕動ポンプ３は、電気制御キャビネット１６内又は電気制御キ
ャビネット１６の隣に位置し、当該電気制御キャビネット１６は洗浄ボトル１に近接して
いる。第１蠕動ポンプ３、加熱ディスク４、モーター９、第１温度センサ１１、第２温度
センサ１２及びフットスイッチ１５の制御回路はいずれも電気制御キャビネット１６の内
部に設置されている。臨床医の操作を便利にするために、電気制御キャビネット１６の外
に、システム全体の電源を制御する電源スイッチ１７、第１蠕動ポンプ３の作動を制御す
る流量調整スイッチ１８、モーター９の作動を制御する磁気攪拌スイッチ１９、モーター
９の回転数を制御する攪拌用速調スイッチ２０及び加熱ディスク４の作動を制御する加熱
恒温スイッチ２１が設けられている。
【００５３】
　図１並びに図３に示すように、洗浄ボトル１、加熱ディスク４、断熱マット５、位置決
めブロック６、永久磁石７、支持ブラケット８及びモーター９などの部品は、同一のハウ
ジング１３に位置してもよい。洗浄ボトル１の底部は、加熱ディスク４のディスク本体に
よって直接に支持され、液体チューブ２が当該ハウジング１３から伸びている。加熱ディ
スク４、断熱マット５、位置決めブロック６、永久磁石７、支持ブラケット８及びモータ
ー９の配置の形態は、上記のベース座に設置する場合と同様であるので、ここでは贅言し
ない。第１温度センサ１１、第２温度センサ１２及び磁気誘導ブロック１０の装着の形態
も変わらない。
【００５４】
実施形態２
　図４に示すように、洗浄ボトル１に液体輸送チューブ２が接続され、当該液体輸送チュ
ーブ２は洗浄ボトル１から伸び、液体輸送チューブ２は第１蠕動ポンプ３を通し、液体輸
送チューブ２の出口は、使用する前に胃腸内視鏡の給水システム、或いは直接に胃腸内視
鏡の観察窓に接続されている。第１蠕動ポンプ３の設置形態及び制御方法は、実施形態１
と同様であるので、ここでは贅言しない。洗浄ボトル１の下方に、又は洗浄ボトル１の底
部に一つの収納スペースが設置され、当該収納スペース内に加熱ディスク４が設置され、
加熱ディスク４が断熱マット５によって支持され、前記断熱マット５は収納スペース内の
位置決めブロック６に固定されている。加熱ディスク４が通電して作動すれば、洗浄ボト
ル１内の洗浄液を加熱することができ、サーモスタット及び制御回路によって洗浄液の温
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度を人体に適する温度範囲内に保つようにすることができる。
【００５５】
　図４に示すように、洗浄ボトル１の外に第２蠕動ポンプ２３が設置され、循環用チュー
ブ２２が当該第２蠕動ポンプ２３を通し、循環用チューブ２２の入液口と出液口はいずれ
も洗浄ボトル１内に位置し、且つ循環用チューブ２２の入液口が洗浄ボトル１の底に近く
、循環用チューブ２２の出液口が洗浄ボトル１の口に近くなっている。第２蠕動ポンプ２
３が作動すれば、洗浄ボトル１内の洗浄液をポンピングすることができる。洗浄液自身の
流動による動力を利用して旋回流を形成することで、洗浄ボトルの中の洗浄液を均一に混
合させるので、交差汚染を避けると共に、洗浄液の受熱を均一にすることができる。
【００５６】
実施形態３
　図５に示すように、洗浄ボトル１に液体輸送チューブ２が接続され、当該液体輸送チュ
ーブ２は洗浄ボトル１から伸び、液体輸送チューブ２は第１蠕動ポンプ３を通され、液体
輸送チューブ２の出口は、使用する前に胃腸内視鏡の給水システム、或いは直接に胃腸内
視鏡の観察窓に接続されている。第１蠕動ポンプ３の設置形態と制御方法は、実施形態１
と同様であるので、ここでは贅言しない。
【００５７】
　図５に示すように、洗浄ボトル１の外に、第２蠕動ポンプ２３及び恒温水浴加熱装置２
４が設置され、循環用チューブ２２は、恒温水浴加熱装置２４を貫通して、第２蠕動ポン
プ２３を通され、循環用チューブ２２の入液口と出液口はいずれも洗浄ボトル１内に位置
し、且つ循環用チューブ２２の入液口が洗浄ボトル１の底に近く、循環用チューブ２２の
出液口が洗浄ボトル１の口に近くなっている。
【００５８】
　実施形態３の均一な攪拌混合にも第２蠕動ポンプ２３を用いるため、洗浄液の汚染を避
けることができる。加熱には恒温水浴加熱を用い、恒温水浴によって循環用チューブ２２
を加熱し、循環用チューブ２２から洗浄液に熱を伝えることにより、洗浄ボトル１の中の
洗浄液の温度を制御する。水浴加熱を用いるため、加熱方式が比較的温和で、温度の変動
範囲が狭く、且つ、水浴加熱が洗浄ボトル１の外部に行われるので、洗浄ボトルの構成も
比較的簡単である。
【００５９】
実施形態４
　図６に示すように、洗浄ボトル１に液体輸送チューブ２が接続され、当該液体輸送チュ
ーブ２は洗浄ボトル１から伸び、液体輸送チューブ２は第１蠕動ポンプ３を通し、液体輸
送チューブ２の出口は、使用する前に胃腸内視鏡の給水システム、或いは直接に胃腸内視
鏡の観察窓に接続されている。第１蠕動ポンプ３の設置形態と制御方法は、実施形態１と
同様であるので、ここでは贅言しない。洗浄ボトル１が水浴加熱容器２５内に配置され、
洗浄ボトル１の底部の中央に磁気誘導ブラック１０が固定され、水浴加熱容器２５の底部
の中央に磁気誘導器２６が取り付けられ、当該磁気誘導器２６の下方に加熱ディスク４が
設置され、加熱ディスク４が断熱マット５によって支持される。断熱マット５の中間部に
収納穴が開口され、当該収納穴の中に永久磁石７が設けられ、永久磁石７が支持ブラケッ
ト８に取り付けられ、当該支持ブラケット８の下端がモーター９の出力軸に接続している
。
【００６０】
　実施形態４は、水浴加熱方式を用いることで、洗浄液の温度の変動を低減することがで
きる。磁気攪拌を洗浄液の均一な混合に用い、水浴加熱容器中にも一つの磁気誘導器を配
置することで、水浴加熱容器の中の液体を均一に攪拌し混合することもでき、洗浄ボトル
の外部全体の水浴温度が上下左右で一致し、伝熱を均一に保持し、且つ、水浴加熱容器の
中の磁気誘導器と洗浄ボトルの中の磁気誘導ブロックが同一の永久磁石によって同時に運
動するため、構造が簡単である。
【００６１】
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実施形態５
　図７に示すように、洗浄ボトル１に液体輸送チューブ２が接続され、当該液体輸送チュ
ーブ２は洗浄ボトル１から伸び、液体輸送チューブ２は第１蠕動ポンプ３を通され、液体
輸送チューブ２の出口は、使用する前に胃腸内視鏡の給水システム、或いは直接に胃腸内
視鏡の観察窓に接続されている。第１蠕動ポンプ３の設置形態と制御方法は、実施形態１
と同様であるので、ここでは贅言しない。洗浄ボトル１の底部に加熱ディスク４が取り付
けられ、当該加熱ディスク４は、洗浄ボトル１内の洗浄液から離されており、加熱ディス
クは通電して動作することによって洗浄液を加熱する。洗浄ボトル１内に攪拌パドル２７
が設置され、当該攪拌パドル２７がモーター９の出力軸に接続している。モーター９が洗
浄ボトル１の上方に設置され、且つモーター９の出力軸は垂直に下に向いている。モータ
ー９は作業している時、モーター９によって攪拌パドル２７を回転させ、洗浄液に対して
攪拌を行う。
【００６２】
実施形態６
　図８に示すように、本実施形態に係る攪拌加熱サブシステムは、加熱カップ２８、ＰＴ
Ｃヒーター２９、位置決めブロック６、永久磁石７、支持ブラケット８、モーター９及び
磁気誘導ブロック１０を含む。加熱カップ２８が洗浄ボトル１の下方に位置し、ＰＴＣヒ
ーター２９が加熱カップ２８の底部と周りに固定され、ＰＴＣヒーター２９の周りは保温
層３０に包まれ、加熱カップ２８が位置決めブロック６に固定され、位置決めブロック６
の中間部に収納穴が開口され、当該収納穴の中に二つの永久磁石７が対称的に設けられ、
これら二つの永久磁石７はいずれも支持ブラケット８の上方に嵌装され、当該支持ブラケ
ット８の下端がモーター９の出力軸に接続し、永久磁石７の上方にこれと合わせた磁気誘
導ブロック１０が設けられ、当該磁気誘導ブロック１０が洗浄ボトル１の底の中間位置に
取り付けられ、洗浄ボトル１が加熱カップ２８内に配置されている。
【００６３】
　ここで、前記洗浄ボトル１内に温度センサ３１が設けられ、当該温度センサ３１が洗浄
ボトル１の底部に固定されている。
【００６４】
　本実施形態において、前記洗浄ボトル１、加熱カップ２８、ＰＴＣヒーター２９、保温
層３０、位置決めブロック６、永久磁石７、支持ブラケット８及びモーター９が同一のハ
ウジング１３内に位置し、液体輸送チューブ２が当該ハウジング１３の中から伸び、加熱
カップ２８、ＰＴＣヒーター２９、保温層３０、位置決めブロック６、永久磁石７、支持
ブラケット８及びモーター９が支持軸１４を介してハウジング１３に接続され、洗浄ボト
ル１が加熱カップ２８内に配置されている。
【００６５】
　本実施形態と実施形態１との区別は加熱装置が異なることだけにある。実施形態１は加
熱ディスク式加熱装置を用い、本実施形態は加熱カップ式加熱装置を用いた以外は、位置
関係の設置形態及び制御方法は実施形態１と同様であるので、ここでは贅言しない。
【００６６】
実施形態７
　図９に示すように、本実施形態に係る攪拌加熱サブシステムは、加熱カップ２８、ＰＴ
Ｃヒーター２９、位置決めブロック６、第２蠕動ポンプ２３及び循環用チューブ２２を含
み、洗浄ボトル１が加熱カップ２８内に位置し、加熱カップ２８の底部と周りにＰＴＣヒ
ーター２９が固定され、ＰＴＣヒーター２９の周りは保温層３０に包まれ、加熱カップ２
８が位置決めブロック６に固定されている。
【００６７】
　洗浄ボトル１の外に第２蠕動ポンプ２３が設置され、循環用チューブ２２は、洗浄ボト
ル１から伸びて、第２蠕動ポンプ２３を通され、循環用チューブ２２の入液口と出液口は
いずれも洗浄ボトル１内に位置し、且つ循環用チューブ２２の入液口が洗浄ボトル１の底
に近く、循環用チューブ２２の出液口が洗浄ボトル１の口に近くなっている。
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【００６８】
実施形態８
　実施形態１～７の何れか一つの上記のシステムを利用して、胃腸内視鏡診療用視野内の
鮮明度を高める方法であって、この方法は、以下のステップで行われる。
　１）胃腸内視鏡による診療の際に、洗浄ボトル１内に１０００～２０００ｍｌの洗浄液
を入れ、当該洗浄液は洗浄剤Ａと溶媒とからなるものであり、洗浄剤Ａがジメチコン又は
シメチコンと、ブドウ糖とからなり、その内、ブドウ糖が１５～２５０部で、ジメチコン
又はシメチコンが１～２０部である。洗浄剤Ａにおけるジメチコン又はシメチコンの質量
（ｇ）と溶媒の体積（ｍｌ）との比が０.０１～１％である。溶媒は生理食塩水、無菌水
、純水、又は濃度５％のブドウ糖注射液である。本実施形態では、洗浄剤Ａにおけるジメ
チコン又はシメチコンの質量（ｇ）と溶媒の体積（ｍｌ）との比は、好ましくは０.１５
％であり、洗浄液は、好ましくは１０００ｍｌである。本実施形態に係る溶媒は濃度０.
９％の生理食塩水を用いる。この洗浄剤Ａと溶媒との配合比の範囲にあると、該当洗浄液
の消泡能力及び速度を確保できると共に、洗浄剤Ａの均一混合時間を節約することができ
、洗浄剤Ａの平均の均一混合時間は３０秒である。洗浄剤Ａは以下の配合比で構成されて
もよい。
【００６９】
【表１】

【００７０】
　ジメチコン又はシメチコンと、ブドウ糖との比率は、一連の試験によって選定されたも
のであり、補助材料の種類を増やさないことを前提としている。ジメチコン又はシメチコ
ンが油性の液体であるので、ジメチコン又はシメチコンと、ブドウ糖との混合物を調製す
る際、試験による選定によって得られた上記の比率で、９０℃程度までに加熱したジメチ
コン又はシメチコンを、接着剤としてブドウ糖にゆっくり入れ、高速に攪拌して造粒を行
って、８０メッシュのふるいを通し、均一に混合して、それらの混合物が得られる。
【００７１】
　２）実施形態１～７の何れか一つの前記攪拌加熱サブシステムを起動し、攪拌加熱サブ
システムで、洗浄ボトル１内の洗浄液を加熱しながら、洗浄ボトル１内の洗浄液を撹拌し
て、洗浄液を均一に混合する。
【００７２】
　３）洗浄ボトル１内の洗浄液の温度を３８℃に保持するように制御する。このステップ
は、サーモスタットと制御回路によって実現することができる。
【００７３】
　４）第１蠕動ポンプ３のスイッチを入れて、第１蠕動ポンプ３で洗浄ボトル１内の洗浄
剤をポンピングし、洗浄液が液体輸送チューブ２を介して胃腸内視鏡の観察窓へ流し、患
者の体内観察を行う診療部位を洗浄する。洗浄液の流量は９００ｍｌ／分を超えない。診
療部位が洗浄液に接触すると、１～３秒以内にすぐに消泡し、非常に鮮明になって、視野
の盲点のないことが観察窓から観察された。胃腸内視鏡による検査を行う操作時間は、内
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視鏡を入れてから取り出すまでの時間を含めて、通常の１２～１５分から５～９分までに
減少し、診療時間が著しく減少し、患者の適応性と快適性を極めて向上させた。
【００７４】
実施形態９
　実施形態１～７の何れか一つの上記のシステムを利用して、胃腸内視鏡診療用視野内の
鮮明度を高める方法であって、この方法は、以下のステップで行われる。
　１）胃腸内視鏡による診療の開始３０分前に、患者が先に洗浄剤Ｂを水で１包内服する
。洗浄剤Ｂはジメチコン又はシメチコンと、ブドウ糖とからなり、その内、ブドウ糖は１
５～２５０部で、ジメチコン又はシメチコンは１～２０部であり、洗浄剤Ｂ１包にはジメ
チコン又はシメチコンの含有量の範囲が４０ｍｇ～５００ｍｇである。具体的に洗浄剤Ｂ
は以下の配合比で構成されてよい。
【００７５】
【表２】

【００７６】
　２）胃腸内視鏡による診療の際に、洗浄ボトル１内に２０００ｍｌの洗浄液を入れる。
当該洗浄液は洗浄剤Ａと溶媒とからなり、洗浄剤Ａがジメチコン又はシメチコンと、ブド
ウ糖とからなり、その内、ブドウ糖が１５～２５０部で、ジメチコン又はシメチコンは１
～２０部である。洗浄剤Ａにおおけるジメチコン又はシメチコンの質量（ｇ）と溶媒の体
積（ｍｌ）との比が０.０１～１％であり、溶媒は生理食塩水、無菌水または純水である
。本実施形態では、洗浄剤Ａにおけるジメチコン又はシメチコンの質量（ｇ）と溶媒の体
積（ｍｌ）との比は０.１５％であることが好ましく、本実施形態の溶媒は無菌水を採用
している。洗浄剤Ａは以下の配合比で構成されてよい。
【００７７】
【表３】

【００７８】
　３）洗浄ボトル１内の洗浄液の温度を２５℃に保持するように制御する。このステップ
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【００７９】
　４）第１蠕動ポンプ３のスイッチを入れて、第１蠕動ポンプ３で洗浄ボトル１内の洗浄
剤をポンピングし、洗浄液が液体輸送チューブ２を介して胃腸内視鏡の観察窓へ流し、患
者の体内観察を行う診療部位を洗浄する。洗浄液の流量は１４０ｍｌ／分である。診療部
位が洗浄液に接触すると、１～３秒以内にすぐに消泡し、非常に鮮明になって、視野の盲
点のないことが観察窓から観察された。胃腸内視鏡による診療の開始３０分前に、患者が
先に洗浄剤Ｂを水で内服し、診療部位における気泡と泡沫が著しく減少し、胃腸内視鏡に
よる診療の際に必要な洗浄回数も減少し、本技術案で胃腸内視鏡による検査操作時間は、
内視鏡を入れてから取り出すまでの時間を含めて、３～５分までに減少し、診療時間が著
しく減少し、患者の適応性と快適性を極めて向上させた。
【００８０】
実施形態１０
　実施形態９と比べて、区別は、本実施形態においては、患者が胃腸内視鏡による診療の
開始１５分前に、洗浄剤Ｂを水で１包内服し、洗浄剤Ａにおけるジメチコン又はシメチコ
ンの質量（ｇ）と溶媒の体積（ｍｌ）との比が０.０１％であり、溶媒が純水であり、洗
浄液の温度を３０℃に保持することだけである。
【００８１】
実施形態１１
　実施形態９と比べて、区別は、本実施形態においては、患者が胃腸内視鏡による診療開
始２０分前に、洗浄剤Ｂを水で１包内服し、洗浄剤Ａにおけるジメチコン又はシメチコン
の質量（ｇ）と溶媒の体積（ｍｌ）との比が１％であり、溶媒が無菌水であり、洗浄液の
温度を３５℃に保持し、洗浄液の流量が１５０ｍｌ／分であることだけである。
【００８２】
　以上、図面に基づいて本発明の好ましい実施形態について説明したが、本発明は上記の
実施形態に限定されるものではない。上記の具体的な実施形態は単なる模式的なもので、
限定的なものではない。当業者にとって、本発明の示唆で、本発明の目的及び特許請求の
範囲を離脱しない前提で、多種の類似のものを作り出すことができ、例えば、攪拌加熱サ
ブシステムの構成を変更したり、洗浄ボトル、洗浄剤Ａ、洗浄剤Ｂの構成を変更したり、
第１蠕動ポンプ、洗浄ボトル及び攪拌加熱サブシステムを同一のハウジング内に配置した
りすることなど、このような変更はいずれも本発明の保護の範囲に属する。
【産業上の利用可能性】
【００８３】
　本発明は、洗浄ボトル（１）及び洗浄ボトル（１）から伸びた液体輸送チューブ（２）
を含み、液体輸送チューブ（２）が、第１蠕動ポンプ（３）を介して洗浄液を胃腸内視鏡
の給水システム又は胃腸内視鏡の観察窓へポンピングし、洗浄ボトル（１）が、更に洗浄
液に対して攪拌及び加熱可能な攪拌加熱サブシステムを備える、胃腸内視鏡診療用視野の
鮮明度を高めるシステム（ＥＳＣＧＶ）を開示している。また、本発明は、胃腸内視鏡診
療用視野の鮮明度を高める方法を開示している。本発明は、上記の技術案を用いることに
より、胃腸内視鏡による診療の品質を著しく向上させることができる。診療時間は著しく
減少し、患者の適応性と快適性を極めて向上させ、さらにそれぞれの患者に対して胃腸内
視鏡による診療を行う際に、その胃腸内視鏡の視野内の鮮明度が著しく高まり、診断漏れ
と誤診の発生を極めて低減させ、胃腸内視鏡による診療の品質を向上させ、実用性は高い
。
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